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31日（土）�
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３日（火）�
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市役所・各出張所�
各コミュニティセンター�
サニープレイス座間（総合福祉センター）�
各児童館�
市民健康センター（保健部門）�
市公民館・北・東地区文化センター�
ハーモニーホール座間（市民文化会館）�
青少年センター�
ひまわり公園テニスコート�
栗原遊水地テニスコート�
スカイアリーナ座間（市民体育館）�
図書館�
リサイクルプラザ�
子育て支援センター�
第２子育て支援センター�
大和斎場※�

※31日は火葬と告別式のみ。１月４日は火葬と通夜のみです。予約は通常どおり24時間電話対応します。�
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（○印が開業日）�

【座間市のお知らせ】�

12.15
広報� №750 市の人口●128,677人�

世　帯　数●53,514世帯�
（平成17年11月１日現在）�

●漏水にご注意ください！（2面）�
●みんなの健康（3面）�
●市財政状況のお知らせ（4・5面）�
●バランスシート（6面）�
●ざまインフォメーション（7面）�
●歳末火災特別警戒（8面）�

古紙配合率100%再生�
紙を使用しています�

Trademark American Soybean Association�

大豆油インクを使用しています�

※上段（黒字）は年末最終の収集日、下段（赤字）は年始最初の収集日�

地　　　　区� 燃えるごみ� 缶、瓶、紙、布� ペットボトル� プラスチック製容器包装� 燃えないごみ� し　　尿� 生活排水�

12月29日（木）�

１月５日（木）�

12月28日（水）�

１月４日（水）�

12月30日（金）�
１月６日（金）�

12月19日（月）�
１月９日（月）�

12月28日（水）�
１月11日（水）�

12月20日（火）�
１月10日（火）�

12月23日（金）�

１月６日（金）�

12月15日（木）�
１月５日（木）�

12月16日（金）�
１月６日（金）�

12月28日（水）�
１月11日（水）�

12月21日（水）�
１月４日（水）�

12月23日（金）�
１月６日（金）�

12月29日（木）�

１月12日（木）�

12月27日（火）�

１月10日（火）�

12月26日（月）�
１月30日（月）�

12月27日（火）�
１月31日（火）�

12月22日（木）�
１月26日（木）�

12月23日（金）�
１月27日（金）�

12月28日（水）�
１月25日（水）�

12月28日（水）�

１月４日（水）�

12月30日（金）�

１月４日（水）�

相模が丘�

ひばりが丘、小松原、�
広野台、さがみ野�

栗原中央、南栗原、�
西栗原、東原�

立野台、入谷�

座間・新田宿・四ツ谷・明王・�
緑ケ丘・相武台・栗原�

12月29日（木）～平成18年１月３日（火）
は年末年始のため、また平成18年１月７日
（土）は、庁内電気設備定期点検のため、
自動交付機の利用ができません。ご不便を
お掛けしますが、ご理解いただきますよう
お願いいたします。
※自動交付機の利用可能時間は、午前８時30分～午後５
時です。
担当 戸籍住民課 �046（252）8083 �046（255）3550

市自治会連絡協議会では、年末年始に
「市内一斉防犯パトロール」を実施します。
パトロールの実施につきましては、皆さん
のご理解とご協力をお願いします。
犯罪のない安全で安心な明るいまちづく

りに向けて、日ごろから地域の皆さんで力
を合わせていきましょう。
○と き　①12月23日（金）②平成18年１
月29日（日）午後３時～５時

※雨天の場合、①は24日（土）に延期で②は
中止。
○ところ　市内全域
問い合わせ先 市自治会連絡協議会事務局　��046（252）8751
担当 安全対策課　�046（252）8158 �046（252）7773
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十
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八
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市役所閉庁中のお問い合わせは

�046（255）1111（代表）へ
※年末年始の休日・夜間診療に関しては、本紙３面をご
覧ください。

い
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と
二
週
間
あ
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平
成
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民
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に
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し
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末
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市
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市
内
公
共
施
設
の
開
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収
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ど
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こ
と
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し

ま
す
。

市内一斉で防犯パトロールを実施！住民票等自動交付機利用停止のお知らせ�住民票等自動交付機利用停止のお知らせ�
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市青少年問題協議会の主催による「第29回青少年健全育成大会」が、去る11月
26日、ハーモニーホール座間において開催されました。
この大会は、次代を担う青少年が心身共にたくましく成長することのできる地

域社会づくりを推進することが大きな目的です。当日会場では、中学生の主張作
文コンクール入賞者と青少年善行ほう賞受賞者が表彰されました。表彰を受けた
のは次の皆さんです。（敬称略）
《中学生の主張作文コンクール》
☆最優秀賞　「私の人生への夢」本多卓也（西中３年）
☆優秀賞　▽「命を考える」細谷はるか（東中３年）▽「命を考える」山本みら
い（栗原中３年）▽「命を考える」牧綾奈（栗原中３年）▽「命を考える」櫻
井清里香（相模中２年）▽「私と家族」大矢由美子（南中２年）

高架水槽�図２�

貯水槽�

ポンプ�

メーター�メーター�
メーター�
バルブ�

メーター�
バルブ�

止水栓� 止水栓�

配水管�

給水管� 給水管�給水管�

道路�道路�

給水管�
分水栓�

※市指定工事店は、市管工事業協同組合　�0120－015244でご案内しています。�

費用負担者 

修 理 箇 所  

市 所有者または使用者 所有者または 
使用者 

連　絡　先 水道工務課 
�046（252）7519 市指定工事店または市管工事業協同組合 市指定工事店または 

市管工事業協同組合 

寒い季節になると水道管が凍り、漏水が発生する恐れがあります。

漏水は気付かずに放っておくと、貴重な水が無駄になるばかりでなく、

皆さんが支払う水道料金も高額になってしまいます。早期発見と修理

を心掛けましょう。

市では２カ月ごとの検針の際に「使用水量のお知らせ」をお届けし

ています。以前に比べて水量が急に増加したとき

は、漏水がないか水道メーターの点検をしましょ

う。蛇口を閉めるなど、すべての水道の使用を中

止した状態で、水道メーター内のパイロット（図

１参照）が回っている場合は、漏水の可能性があ

りますので、市指定工事店または市管工事業協同

組合（�0120－015244）にご連絡ください。

漏水による給水施設の修理は、修理箇所により費用負担者が異なり

ます（図２参照）。宅地内の場合は、所有者または使用者が負担する

こととなりますが、水道料金などの一部が減額される場合があります。

詳しくは担当にお問い合わせください。

担当 水道業務課 �046（252）7480 �046（257）4155

0　0　0　0

パイロット�

図１�

道路上の漏水を見つけたら下記の電話番号にご連絡くだ

さい。市が費用負担します。

宅地内（止水栓から蛇口）の漏水の修理は有料です。市

指定工事店または下記の電話番号にご連絡ください。年末

年始の閉庁期間でも対応します。

座間市管工事業協同組合 フリーダイヤル�0120－015244

担当 水道工務課 �046（252）7519 �046（257）4155

市原水爆禁止協議会が去る８月に実施した「原水爆禁止募金運動」には、
12月１日現在、総額390万円もの貴重な浄財が寄せられました。自治会や街
頭募金などで多くの皆さんからご理解とご協力をいただき、ありがとうご
ざいました
皆さんから寄せられた浄財は、市内にお住まいの被爆者の方々への見舞

金や、広島・長崎両市および原爆病院への援護金などに231万円、平和行進などへの激励金などに
13万円を贈呈しました。また、今年は被爆60周年事業として、小中学生への平和に関するDVDと
図書を贈呈したほか、市民映画会や原爆パネル展の開催、チラシの作成などに142万円を使用しま
した。残額は次年度へ繰り越す予定です。
担当 市民人権課 �046（252）8087 �046（255）3550

青少年健全育成大会が開催されました

中学生の主張作文コンクール入賞者と�
青少年善行ほう賞受賞者を表彰�

中学生の主張作文コンクール入賞者と�
青少年善行ほう賞受賞者を表彰�

中学生の主張作文コンクール入賞者と�
青少年善行ほう賞受賞者を表彰�

漏水にご注意ください！�漏水にご注意ください！�

原水爆禁止募金にご協力ありがとうございました�原水爆禁止募金にご協力ありがとうございました� 年末年始も�
漏水に対応します！�

年末年始も�
漏水に対応します！�

年末年始も�
漏水に対応します！�

《青少年善行ほう賞》

担当 青少年課　�046（253）8415 �046（259）2163

ジュニアリーダーズクラブ�
�
座間中学校生徒会�
�
栗原中学校生徒会�
�
相模野一輪車クラブ�
�
�
相東小遊友かかしっ子�
�
�
和久紘子�
�
�
渡辺亜矢子、植松由莉�
�
�
岩正拓也�

団体（個人）名� 内　　容�

平成12年から地域子ども会やＰＴＡ事業などに積極的に関わり、
レクリエーション指導など年少者教育・指導に貢献した。�
平成14年から「青少年ふれあいまつり」に毎年積極的に参加し、
年少者教育・指導に貢献した。�
平成７年から古切手などを集めて、タイ東北部の恵まれない中学
生に就学支援を続けてきた。�
平成12年から栗原小学校遊友クラブで、また平成13年から相模
が丘小学校遊友クラブで、学生指導者として小学生に一輪車指
導をしてきた。�
平成14年から「かかし」作りを通して、海老名市民との交流を図
り、コンクールに毎年入賞するなど、遊友クラブの活動の広報に
貢献してきた。�
演奏の難しい篠笛を習得し、年少者を指導することで、伝統芸能
の保存継承および後継者指導に貢献した。現在は小池囃子保存
会の会員としても活躍している。�
小学生のころから市公民館事業に積極的に関わり、中学生にな
ってからも市公民館での活動を通して年少者に学習指導や遊び
指導を続けてきた。�
平成12年から荒天の日を除いて、ほぼ毎日座間駅周辺を中心に
市内の多くの場所において清掃活動を続けていて、街の美化活
動に貢献してきた。�

はや  し�



▽とき＝12月19日（月）午後１時15分～２時15分受け
付け（時間厳守）▽ところ＝市民健康センター▽対象
＝平成17年９月生まれ（対象者には個人通知をします）

▽とき＝平成18年１月20日（金）午前９時～正午▽と
ころ＝市民健康センター▽内容＝乳幼児期の運動発達
面での心配についての理学療法士による相談▽対象＝
生後４カ月～１歳６カ月児▽申込方法＝電話予約

▽ところ＝市民健康センター▽対象＝初めて出産する
妊娠20週から31週までの方とその夫▽受講料＝500円
（テキスト代）▽持ち物＝母子健康手帳、筆記用具▽
申込方法＝１月10日（火）までに電話で担当へ

▽とき＝平成18年１月17日（火）午前10時～10時45分、
午前10時45分～11時30分▽ところ＝市役所１階保健医
療課▽内容＝食事療法や健康全般についての栄養士・
保健師による相談▽持ち物＝健康手帳（お持ちでない
方には当日発行）▽申込方法＝電話予約

広報ざま【座間市のお知らせ】No.750 平成17年（2005年）12月15日３

保�予�保健医療課�

予救急診療　　※電話をかける場合は番号をお確かめの上、お間違えのないように！

受付時間�
◆休日昼間�
診療科目� 電話番号� 診療場所�

小児科（外科系を除く）�
内　科�
歯　科�

耳鼻咽喉科�
外科・婦人科・眼科�

相模原南メディカルセンター（相模原市相模大野）�
消防テレホンサービス（左記）でご確認ください。�

休日急患センター�
（市民健康センター１階）�

午前９時～11時45分、午後２時～４時45分�

午前９時～11時45分、午後２時～４時30分�
午前９時～11時30分、午後１時30分～４時30分�
午前９時～正午、午後２時～５時（診療時間）�

�０４６（２５５）９９３３�
�０４６（２５２）９０９０�
�０４６（２５２）８２１７�
�０４２（７５６）９０００�
�０４６（２５１）０１１９�

◆夜　間�
診療科目� 電話番号� 診療場所� 受付時間�

受付時間�

小児科（外科系を除く）�
内　科�
外　科� 消防テレホンサービス（左記）でご確認ください。�

休日急患センター�
（市民健康センター１階）�

月曜～金曜日　　：午後７時～９時45分�
土曜・日曜日、祝日：午後６時～９時45分�

午後６時～10時（診療時間）�

�０４６（２５５）９９３３�
�０４６（２５２）９０９０�
�０４６（２５１）０１１９�

◆深　夜�
診療科目� 電話番号� 診療場所� 診療時間�

小児科（外科系を除く）�

内科・外科� 消防テレホンサービス（左記）でご確認ください。�

小児救急情報センター（左記）でご確認くだ�
さい。� 午後10時～翌朝午前７時（重病の場合は午前８時）�

午後10時～翌朝午前８時�

�０４６（２５５）９９３３�

�０４６（２５１）０１１９�
※聴覚障害者専用問い合わせ先 �０４６（２５１）５２６３�

予ＢＣＧ接種

保発達相談

保母親父親教室
と　き� 内　容�

平成18年�
１月16日（月）�

１月21日（土）�

１月23日（月）�

１月28日（土）�

栄養の話、妊娠中の生活、�
赤ちゃんとの触れ合い体験�

産後の過ごし方と赤ちゃん�
の世話�

歯の話、妊婦体操、お産の�
流れと呼吸法�

午前９時15分�
　～正午�

午前９時30分�
　～11時30分�

赤ちゃんの沐浴、妊婦疑似�
体験、これからに向けて�

もくよく�

保個別健康相談

市と市民の皆さん
との協働による｢健
康なまちづくり」を
進めるため、平成13
年度に「健康なまち
づくり推進委員会」
が結成されました。
同委員会は、委員自
らが市が実施する健
康づくり事業などに
参加し、市民の皆さ
んの視点に立って気付いた点や改善方策を市へ提言するなど、今後
の事業に反映させるべく活動をしています。
また、今年で３年目を迎えた「健康文化都市大学」では、同大学

の卒業生が中心になって実行委員会が組織され、講座の管理・運営
に携わっているほか、市民の歌「WE LOVE ZAMA！」を使った
「WE LOVE ZAMA！健康体操」の普及にも力を入れています。
担当 協働まちづくり課 �046（252）8237 �046（255）3550

「協働」とは、市民
と行政が相互の
理解と信頼の下、
目的を共有し、連
携・協力して地域
の公共的な問題
の解決を目指す
ことです。 

協働のまちづくりを�
目指して�
協働のまちづくりを�
目指して�
協働のまちづくりを�
目指して�

その４ 

市民と行政が一緒に進める「健康なまちづくり」

最近、「市職員を装って健康診査の受診の有無
などを聞いてくる不審な電話があった」との連
絡が寄せられています。市では、電話でそのよ
うな調査や確認などはしていません。個人情報
に関わることなど、教えることのないようご注
意ください。
担当 保健医療課

�046（252）7225 �046（252）7043

経路とは、体の中を「気｣が流れる道のこと。経
路エクササイズは、姿勢を正すストレッチや体操で
気の流れを促進することで体を活性化し、健康の維
持を図ります。
○と　き　平成18年１月14日（土）午前10時～11時
30分（午前９時30分開場）

○ところ　スカイアリーナ座間
（市民体育館）２階武道室
○対　象　18歳以上
○定　員　50人（先着順）
○受講料　500円
○持ち物　タオル、バスタオル、
動きやすい服装

○申込方法　直接または電話で担当へ
※現金の取扱いは午後５時まで。電話予約の場合は
１週間以内に手続きを。
担当 市民体育館

�046（255）0077 �046（255）1188

○と　き　平成18年１月19日（木）午後１時30分～
３時30分

○ところ　市民健康センター
○内　容　継続してできるプ
ログラムを学び実践する

○講　師　健康運動指導士
○対　象　40歳以上でスリム
アップを目指す方

○定　員　30人（先着順）
○参加費　無料
○持ち物　筆記用具、電卓、
健康手帳（お持ちでない方
には当日発行します）

○申込方法　１月18日（水）
までに電話で担当へ

担当 保健医療課
�046（252）7225 �046（252）7043

室
内
の
吹
奏
楽
が
“
聞
く

音
楽
”
な
ら
、
マ
ー
チ
ン
グ

バ
ン
ド
は
さ
し
ず
め
“
見
る

音
楽
”
だ
と
い
え
る
。
市
内

の
各
イ
ベ
ン
ト
で
活
動
し
て
い

る
座
間
市
少
女
マ
ー
チ
ン
グ
バ

ン
ド
（
山
本
一
司
会
長
）
の
ド

リ
ル
を
、
多
く
の
市
民
も
目
に

し
た
は
ず
。

同
バ
ン
ド
、
指
導
者
の
上
之

正
治
さ
ん
が
「
男
の
子
が
野
球

や
サ
ッ
カ
ー
な
ど
に
打
ち
込
む

よ
う
に
、
女
の
子
に
も
な
に
か

熱
中
で
き
る
も
の
を
」
と
考
え

て
創
立
し
て
か
ら
、
今
年
で
二

十
年
。
青
少
年
健
全
育
成
に
主

眼
を
置
き
、「
人
と
の
つ
な
が

り
を
大
事
に
し
て
い
る
。
こ
の

バ
ン
ド
で
音
楽
を
通
じ
て
友
達

が
で
き
れ
ば
い
い
」
と
萩
野

三
副
会
長
。

小
学
生
か
ら
中
学
生
ま
で

現
在
六
十
四
人
が
在
籍
し
、

そ
の
中
に
は
市
外
か
ら
参
加

し
て
い
る
子
も
い
る
。
県
内

の
バ
ン
ド
の
多
く
が
、
学
校

の
部
活
動
と
し
て
や
っ
て
い

る
の
に
比
べ
、
同
バ
ン
ド
は

学
校
、
学
年
な
ど
は
ま
ち
ま

ち
。
練
習
も
原
則
週
一
回

（
休
日
）
の
制
約
が
あ
る
。

そ
ん
な
ハ
ン
デ
を
乗
り
越

え
て
、
こ
れ
ま
で
に
県
代
表

で
七
回
も
全
国
大
会
に
出
場

し
た
実
績
を
持
つ
。
平
成
十

二
年
に
は
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン

ド
で
の
パ
レ
ー
ド
に
出
演
し

た
こ
と
も
あ
る
。
レ
ベ
ル
の

高
い
同
バ
ン
ド
を
指
導
し
て

い
る
上
之
さ
ん
は
「
反
復
練

習
を
し
て
い
く
う
ち
に
、
み

ん
な
の
気
持
ち
が
合
っ
て
き

て
、
統
一
さ
れ
た
形
に
な
っ

て
く
る
」
と
強
さ
の
秘
訣
を

こ
ん
な
言
葉
で
表
し
た
。

反復練習で心を一つに

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に
も



百
九
十
三
万
円
で
、
前
年
度
に

比
べ
て
四
十
九
億
三
千
十
八
万

円
（
一
五
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
）

増
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
が
前

年
と
比
較
し
て
大
き
く
増
加
し

た
の
は
、
市
債
を
借
り
換
え
た

た
め
で
す
。
歳
入
、
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
に
六
十
三
億
四
千
七
百
四

十
万
円
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

市
債
の
借
り
換
え
分
を
除
い

た
前
年
度
比
較
で
は
、
歳
入
は

三
百
十
六
億
五
千
八
百
三
十
六

万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
十

一
億
二
千
八
百
五
十
九
万
円
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市
の
会
計
は
、
行
政
運
営
の

た
め
の
基
本
的
な
会
計
で
あ
る

一
般
会
計
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
か
ら
得
ら
れ
る
料
金
な
ど

の
対
価
に
よ
っ
て
支
出
を
賄
う

四
つ
の
特
別
会
計
、
地
方
公
営

企
業
法
の
適
用
を
受
け
る
水
道

事
業
会
計
に
分
か
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
歳
入
・
歳
出

額
は
、表
１
の
と
お
り
で
し
た
。

一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は
三

百
八
十
億
五
百
七
十
六
万
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
て
五
十
二
億
一

千
八
百
八
十
一
万
円（
一
五
・
九

パ
ー
セ
ン
ト
）増
加
し
ま
し
た
。

歳
出
総
額
は
三
百
六
十
七
億
六

（
三
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
）
の
減

少
、
歳
出
は
三
百
三
億
五
千
九

百
五
十
三
万
円
で
、
前
年
度
に

比
べ
て
十
四
億
一
千
七
百
二
十

二
万
円（
四
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
）

の
減
少
で
し
た
。

平
成
十
六
年
度
の
歳
入
か
ら

こ
の
た
び
、
市
の
平
成
十
六
年
度
の
決
算
が
議
会
で
認
定
さ
れ

ま
し
た
。
こ
こ
に
市
の
財
政
が
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
、
ど
の
よ

う
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
の
か
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
広
く
お
知
ら

せ
す
る
た
め
、
決
算
の
概
要
を
公
表
し
ま
す
。

担
当

財
政
課
　
�
０
４
６（
２
５
２
）
８
４
０
４

�
０
４
６
（
２
５
５
）
３
５
５
０

歳
出
を
差
し
引
き
す
る
と
十
二

億
九
千
八
百
八
十
三
万
円
に
な

り
ま
す
。
財
政
構
造
の
指
標
と

な
る
経
常
収
支
比
率
（
低
い
数

値
ほ
ど
財
政
構
造
に
弾
力
性
が

あ
る
）
は
、
九
〇
・
五
パ
ー
セ

ン
ト
で
、
依
然
高
い
数
値
と
な

っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
歳
入
と

歳
出
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
グ

ラ
フ
１
・
２
、
表
２
・
３
の
と

お
り
で
す
。

市
の
主
な
財
産
は
、
基
金
が

三
億
六
千
六
百
二
十
八
万
円
減

少
し
ま
し
た
が
、
そ
の
ほ
か
の

財
産
に
つ
い
て
は
、
大
き
な
変

化
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

市
の
負
債
は
、
新
規
の
起
債

発
行
の
抑
制
な
ど
に
よ
り
、
市

債
（
一
般
会
計
）
が
五
億
一
千

五
百
五
十
七
万
円
減
少
し
ま
し

た
。
市
債
全
体
の
二
八
・
三
パ

ー
セ
ン
ト
は
、
教
育
債
が
占
め

て
い
ま
す
。

市
の
負
債
と
財
産
に
つ
い
て

詳
し
く
は
、
表
４
・
５
、
グ
ラ

フ
３
の
と
お
り
で
す
。

平成16年度歳入（収入）・歳出（支出）決算額�

一般会計の歳入を市民一人当たりで見ると　300,042円�

一 般 会 計 �
国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 �
老 人 保 健 特 別 会 計 �
公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 �
介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 �
水 道 事 業 会 計 �
総 計 �

歳入（収入）� 歳出（支出）�
380億576万円�

100億9,254万円�
57億7,702万円�
42億731万円�

35億1,517万円�
20億7,317万円�
636億7,097万円�

367億693万円�
100億4,748万円�
57億4,637万円�
40億2,291万円�
34億124万円�

32億2,079万円�
631億4,572万円�

【表１】�

国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
国

民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
方
に

保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
き
、

医
療
費
を
支
払
う
事
業
で
す
。

平
成
十
六
年
度
の
歳
入
と
歳
出

は
、グ
ラ
フ
４
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
歳
出
総
額
を
被
保
険
者

一
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
、

二
十
二
万
四
千
五
百
三
十
円
で

す
。

担
当

国
保
年
金
課

�
０
４
６（
２
５
２
）７
０
０
３

�
０
４
６（
２
５
２
）７
０
４
３

老
人
保
健
は
、
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
原
則
七
十
五
歳

以
上
の
方
の
医
療
に
関
す
る
事

業
で
す
。
医
療
受
給
者
の
年
間

月
平
均
人
数
は
八
千
三
百
九
十

人
で
、
前
年
度
に
比
べ
四
百
二

十
人
（
四
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
）

減
少
し
ま
し
た
。
平
成
十
六
年

度
の
歳
入
と
歳
出
は
、
グ
ラ
フ

５
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
歳

出
総
額
を
被
保
険
者
（
医
療
受

給
者
年
間
月
平
均
人
数
）
一
人

当
た
り
に
換
算
す
る
と
、
六
十

八
万
四
千
九
百
七
円
で
す
。

担
当

保
健
医
療
課

�
０
４
６（
２
５
２
）７
２
１
３

�
０
４
６（
２
５
２
）７
０
４
３

公
共
下
水
道
は
、
下
水
道
使

用
料
を
い
た
だ
き
、
下
水
管
の

敷
設
や
維
持
管
理
を
す
る
事
業

で
す
。
平
成
十
六
年
度
の
整
備

面
積
五
十
・
九
八
ヘ
ク
タ
ー
ル

を
加
え
た
整
備
済
面
積
は
、
千

百
六
十
七
・
五
八
ヘ
ク
タ
ー
ル

で
、
事
業
認
可
区
域
千
二
百
六

十
一
・
一
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
対

す
る
整
備
率
は
、
九
十
二
・
六

パ
ー
セ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
十
六
年
度
の
歳
入
と
歳
出

は
、グ
ラ
フ
６
の
と
お
り
で
す
。

担
当

下
水
道
課

�
０
４
６（
２
５
２
）８
５
４
１

�
０
４
６（
２
５
５
）３
５
５
０

介
護
保
険
事
業
は
、
介
護
保

険
に
加
入
し
て
い
る
方
に
保
険

料
を
納
め
て
い
た
だ
き
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
事
業
で

す
。
制
度
開
始
か
ら
五
年
目
を

迎
え
、制
度
の
さ
ら
な
る
育
成
、

充
実
に
よ
り
、
円
滑
な
事
業
運

営
を
目
指
し
ま
し
た
。
平
成
十

六
年
度
の
歳
入
と
歳
出
は
、
グ

ラ
フ
７
の
と
お
り
で
す
。

担
当

長
寿
介
護
課

�
０
４
６（
２
５
２
）７
７
１
９

�
０
４
６（
２
５
２
）８
２
３
８

※
水
道
事
業
会
計
の
決
算
に
つ

い
て
は
、
本
紙
十
一
月
十
五
日

号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
で

す
。

（注）この表は、地方財政状況調査の
分類方法を準用していますので、
公債費の中の借換債634,740万円
は除かれています。�

【表３】�【グラフ２】� 性質別歳出内訳�目的別歳出構成比�
内　　訳�

人 件 費 �

物 件 費 �

維持補修費�

扶 助 費 �

補 助 費 等 �

小 計 �

普 通 建 設 �

事 業 費 �

小 計 �

公 債 費 �

積 立 金 �

投資及び出資金�
・ 貸 付 金 �

繰 出 金 �

小 計 �

合　　　　計�

区分� 金 額（万円）�構成比(%)

772,357�

399,837�

72,450�

553,155�

226,660�

2,024,459�

�
127,685

�

127,685�

359,903�

102,362�

�
13,073

�

408,471�

883,809�

3,035,953

25.4�

13.2�

2.4�

18.2�

7.5�

66.7�

�
4.2
�

4.2�

11.9�

3.4�

�
0.4
�

13.4�

29.1�

100.0

消
費
的
経
費�

そ
　
の
　
他�

投
資
的
経
費�

公 債 費 �

民 生 費 �

総 務 費 �

衛 生 費 �

教 育 費 �

土 木 費 �

消 防 費 �

議 会 費 �

労 働 費 �

農林水産業費�

商 工 費 �

消費的経費�

投資的経費�

市の借金の元金と利子を支払うための経費�

高齢者や障害者への生活支援、保育所の運営など福祉のための経費�

住民登録、選挙、交通安全対策、環境対策などの経費�

ごみ処理や市民の健康の維持・増進などに必要な事業のための経費�

小・中学校での教育、生涯学習などの経費�

道路、河川、公園などの整備のための経費�

消防、救急活動、防災など市民の安全を守るための経費�

市議会を運営するための経費�

労働に関する問題対策のための経費�

農業・林業・水産業の振興を図るための経費�

商業・工業の振興を図るための経費�

支出の効果が資本形成に向けられ、施設などが�
将来に残る経費�

支出の効果が当該年度またはきわめて短期間で�
終わる経費�

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110

公　債　費�

民　生　費�

総　務　費�

衛　生　費�

教　育　費�

土　木　費�

消　防　費�

議　会　費�

労　働　費�

農林水産業費�

商　工　費�

諸支出金�

16年度　367億693万円�
15年度　317億7,675万円�

99億4,643万円（27.1％）�
38億9,970万円（12.3％）�

94億283万円（25.6％）�
88億9,118万円（28.0％）�

47億2,472万円（12.9％）�
55億3,694万円（17.4％）�

35億7,673万円（9.7％）�
36億8,459万円（11.6％）�

34億7,191万円（9.5％）�
34億9,245万円（11.0％）�

33億8,573万円（9.2％）�
39億8,284万円（12.5％）�

億円�

15億3,329万円（4.2％）�
15億8,012万円（5.0％）�

2億8,053万円（0.8％）�
2億7,845万円（0.9％）�

492万円（0.0％）�
874万円（0.0％）�

1億4,266万円（0.4％）�
1億5,306万円（0.5％）�

1億2,611万円（0.3％）�
1億3,576万円（0.4％）�

1億1,107万円（0.3％）�
1億3,292万円（0.4％）�

【表２】�【グラフ１】� 自主・依存財源別歳入内訳�目的別歳入構成比�
内　　訳�

市 税 �
分担金及び負担金�
使用料及び手数料�
財 産 収 入 �
寄 附 金 �
繰 入 金 �
繰 越 金 �
諸 収 入 �
小 計 �
地 方 譲 与 税 �
利 子 割 交 付 金 �
配 当 割 交 付 金 �
株式等譲渡所得割
交 付 金 �
地 方 消 費 税 �
交 付 金 �
自 動 車 取 得 税 �
交 付 金 �
国有提供施設等所在
市町村助成交付金等�
地方特例交付金�
地 方 交 付 税 �
交 通 安 全 対 策 �
特 別 交 付 金 �
国 庫 支 出 金 �
県 支 出 金 �
市 債 �
小 計 �
合　　　　計�

区分� 金 額（万円）�構成比(%)
1,648,181�
35,314�
37,502�
6,086�
978�

143,237�
101,019�
53,707�

2,026,024�
51,344�
10,315�
2,956�

3,275�
�

104,269�
�

31,919�
�

20,704��
63,466�
194,700�

2,451��
320,109�
123,304�
845,740�

1,774,552�
3,800,576

43.4�
0.9�
1.0�
0.1�
0.0�
3.8�
2.7�
1.4�
53.3�
1.4�
0.3�
0.1�

0.1�
�

2.7�
�

0.8�
�

0.5��
1.7�
5.1�

0.1��
8.4�
3.2�
22.3�
46.7�
100.0

自
　
主
　
財
　
源�

依
　
存
　
財
　
源�

市 税 �

市 債 �

国庫支出金�

�
地方交付税

�

繰 入 金 �

県 支 出 金 �

�

地方消費税�
交 付 金 �

�

繰 越 金 �

自 主 財 源 �

依 存 財 源 �

市民税や固定資産税などの市に納められた税金�

公共施設の整備などをするときに借りる市の借金�

国から交付される補助金や負担金など�

�

�

積み立てられた資金などから引き出したお金�

県から交付される補助金や負担金など�

前年度から繰り越したお金�

市が自主的に収入できる財源�

国・県の意思により定められた額が交付される�
交付金、補助金などの財源�

国税として納められた後、地方公共団体の財政�
需要により配分される税金�

県に収められた地方消費税の２分の１に相当す�
る額を、市町村の人口および従業員数で案分し�
て、各市町村に交付されるお金�

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180

市　　税�

市　　債�

国庫支出金�

地方交付税�

繰　入　金�

繰　越　金�

県支出金�

地方消費税�
交　付　金�

そ　の　他�

16年度　380億576万円�
15年度　327億8,695万円�

164億8,181万円（43.4％）�
160億7,604万円（49.0％）�

84億5,740万円（22.3％）�
31億1,420万円（9.5％）�

32億109万円（8.4％）�
31億6,649万円（9.7％）�

19億4,700万円（5.1％）�
18億8,214万円（5.7％）�

14億3,237万円（3.8％）�
18億4,700万円（5.6％）�

12億3,304万円（3.2％）�
12億7,443万円（3.9％）�

10億4,269万円（2.7％）�
9億2,595万円（2.8％）�

10億1,019万円（2.7％）�
13億7,104万円（4.2％）�

32億17万円（8.4％）�
31億2,966万円（9.6％）�

億円�

【表４】� 市の財産�

土 地 �

建 物 �

基 金 �

有価証券など�

平成15年度� 平成16年度�

867,219��

253,040��

24億2,427万円�

2億5,492万円�

891,565��

252,845��

20億5,799万円�

2億5,548万円�

【表５】� 市の負債�

市 債 �
（ 一 般 会 計 ）�
市 債 �
（公共下水道事業特別会計）��
土地開発公社�
�
合 計 �

平成15年度� 平成16年度�

312億9,788万円�

277億3,328万円�

11億5,585万円�

601億8,701万円�

307億8,231万円�

275億5,631万円�

10億4,951万円�

593億8,813万円�

【グラフ３】�平成16年度末�
一般会計市債残高�

総　額�
307億8,231万円�

教育費�
87億990万円万円�
（28.3％）�

臨時税収補てん債��
住民税等減税補てん債���
臨時財政対策債�
81億7,012万円�
（26.6％）�

教育費�
87億990万円�
（28.3％）�

臨時税収補てん債��
住民税等減税補てん債�
臨時財政対策債�
81億7,012万円�
（26.6％）�

公営住宅債��
庁舎債�
28億9,739万円�
（9.4％）�

土木債�
19億2,028万円�
（6.2％）�

民生債�
15億730万円�
（4.9％）�

その他�
75億7,732万円�
（24.6％）�

【グラフ４】� 国民健康保険事業� 【グラフ５】� 老　人　保　健�

【グラフ６】� 公共下水道事業� 【グラフ７】� 介護保険事業�

歳　入�
100億9,254万円�

歳　入�
42億731万円�

歳　入�
57億7,702万円�

歳　入�
35億1,517万円�

歳　出�
100億4,748万円�

歳　出�
40億2,291万円�

歳　出�
57億4,637万円�

歳　出�
34億124万円�

療養給付費�
交付金�
19億9,763万円�
（19.8％）�

繰入金�
16億5,141141万円�
（39.3％）�

公債費�
22億1,309309万円�
（55.0％）�

県支出金�
3億9,933万円�
（11.4％）�

その他�
9,614万円�
（2.7％）�

財政安定化�
基金拠出金�
311万円�
（0.1％）�

諸支出金�
436万円（0.1％）�基金積立�

7,000万円�
（2.1％）�

保険給付費�
31億3,639万円�
（92.2％）�

保険給付費�
31億3,639万円�
（92.2％）�

総務費�
1億8,738万円�
（5.5％）�

支払基金交付金�
10億2,815815万円�
（29.3％）�

国庫支出金�
6億7,599万円�
（19.2％）�

繰入金�
6億5,880万円�
（18.7％）�

介護保険料�
6億5,690万円�
（18.7％）�

支払基金交付金�
10億2,815万円�
（29.3％）�

国庫支出金�
6億7,599万円�
（19.2％）�

繰入金�
6億5,866万円�
（18.7％）�

介護保険料�
6億5,690万円�
（18.7％）�

建設費�
12億9,376376万円�
（32.2％）�

公債費�
22億1,309万円�
（55.0％）�

建設費�
12億9,376万円�
（32.2％）�

総務費�
5億1,606万円�
（12.8％）�

使用料及び手数料�
12億1,362362万円�
（2828.9％）�

市債�
9億7,720720万円�
（23.2％）�

繰入金�
16億5,141万円�
（39.3％）�

使用料及び手数料�
12億1,362万円�
（28.9％）�

市債�
9億7,720万円�
（23.2％）�

国庫支出金�
2億800万円�
（4.9％）�

繰越金�
1億3,056万円�
（3.1％）�

その他�
2,652万円�
（0.6％）�

国民健康保険税�
34億3,978万円�
（34.1％）�

保険給付費�
6565億9,660660万円�
（6565.7％）�

国庫支出金�
13億8,450万円�
（24.0％）�

老人保健拠出金�
23億7,553万円�
（2323.6％）�

保険給付費�
65億9,660万円�
（65.7％）�

老人保健拠出金�
23億7,553万円�
（23.6％）�

介護納付金�
6億1,683万円�
（6.1％）�

国庫支出金�
27億3,191万円�
（27.1％）�

繰入金�
1313億6,213213万円�
（1313.5％）�

国民健康保険税�
34億3,978万円�
（34.1％）�

国庫支出金�
27億3,191万円�
（27.1％）�

繰入金�
13億6,213万円�
（13.5％）�

その他�
5億6,109万円�
（5.5％）�

その他�
4億5,852万円�
（4.6％）�

繰入金�
3億6,200万円�
（6.3％）�

その他�
3億8,211万円�
（6.6％）�

諸支出金�
3,869万円�
（0.7％）�

支払基金交付金�
36億4,841万円�
（63.1％）�

国庫支出金�
13億8,450万円�
（24.0％）�

支払基金交付金�
36億4,841万円�
（63.1％）�

医療諸費�
57億768万円�
（99.3％）�

医療諸費�
57億768万円�
（99.3％）�

平成16年度決算の状況（一般会計）

健康づくりの推進
成人・老人保健の充実 2億3,445万円

保健衛生の充実
感染症対策の強化 1億2,660万円

医療体制の充実
救急医療体制の充実 1億7,764万円
医療費の助成 5億7,674万円

地域福祉の充実
保健・医療・福祉サービスのネットワーク整備

1億4,128万円
高齢者福祉の充実
多様な在宅サービスの提供 1億3,603万円

障害者福祉の充実
治療・訓練体制の整備 3億9,328万円
介護・看護等の拡充 1億3,126万円
社会参加の促進 2億3,219万円

児童・母子等福祉の充実
児童手当等の充実 5億3,723万円
活動の場の確保 4,399万円
保育体制の整備 11億5,224万円

低所得者福祉の充実
援護対策の充実 19億2,614万円

教育環境の整備
学校施設の整備 8億1,649万円

教育活動の充実

多様な教育の推進 1億4,386万円
情報教育の推進 1億2,417万円

障害児教育の充実
特殊学級の充実 1,392万円

生涯学習の推進
生涯学習の支援 967万円

青少年の育成
活動の場の整備・充実 2,179万円

スポーツ・レクリエーションの振興
スポーツ施設の整備・充実 4億2,760万円

公園・広場の充実
管理運営の充実 1億5,110万円

道路網の整備
生活道路の整備 6,107万円
管理体制の充実 3億8,953万円

都市機能の充実
交通環境の整備 1,560万円

地域環境の充実
緑地の確保 3,713万円

生活環境の保全
地球規模の環境問題への対応 509万円
地下水量の保全 443万円

廃棄物対策の推進
処理体制の充実 13億4,826万円

防災対策の推進
災害対策の推進 3,885万円

消防対策の推進
消防活動拠点等の整備 1億528万円

防犯体制の充実
防犯機器の整備 2,329万円

交通安全対策の推進
交通環境の整備 1,661万円

都市農業の振興
生産基盤整備の推進 3,058万円

商業の振興
経営安定の支援 1,920万円

工業の振興
中小企業の育成 3,853万円

勤労者福祉の向上
生活安定対策の推進 1億3,373万円

コミュニティ活動の推進
コミュニティ施設管理運営の支援 8,735万円

市民参加の推進
広報の充実 2,432万円

健全な財政運営
自主財源の確保 1億2,014万円

健康・福祉

教育・文化

都市環境

産　　業

市民活動

その他
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の
学
部
生
と

大
学
院
生

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ

ジ
オ
・
Ｃ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
・

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
通
じ
て
、

自
宅
で
学
習
で
き
る
正
規
の
大

学
で
す
。
十
五
歳
以
上
で
あ
れ

ば
ど
な
た
で
も
学
部
の
選
科
・

科
目
履
修
生
と
し
て
、
十
八
歳

以
上
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
大

学
院
の
修
士
選
科
生
・
修
士
科

目
生
と
し
て
、
十
八
歳
以
上
の

方
で
大
学
入
学
資
格
が
あ
れ
ば

学
部
の
全
科
履
修
生
と
し
て
入

学
で
き
ま
す
。
一
科
目
か
ら
で

も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
入

学
金
は
六
千
円
か
ら
二
万
二
千

円
、
授
業
料
は
一
単
位
五
千
円

か
ら
一
万
円
で
す
。
出
願
の
受

け
付
け
は
、
平
成
十
八
年
二
月

二
十
八
日
（
火
）
ま
で
で
す
。

募
集
要
項
の
請
求
は
、
〒
二
三

二
―
〇
〇
六
一
横
浜
市
南
区
大

岡
二
―
三
一
―
一
放
送
大
学
神

奈
川
学
習
セ
ン
タ
ー
�
〇
四
五

（
七
一
〇
）
一
九
一
〇
へ
。

○
障
害
者
地
域
作
業
所

「
さ
く
ら
ん
ぼ
」

非
常
勤
職
員
募
集

▽
募
集
人
数
＝
一
人
▽
応
募
資

格
＝
普
通
自
動
車
運
転
免
許
所

持
者
▽
業
務
内
容
＝
知
的
障
害

者
と
一
緒
に
作
業
な
ど
を
す
る

▽
勤
務
日
時
＝
週
三
日
（
土

曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

午
前
九
時
〜
午
後
四
時
▽
賃

金
＝
時
給
八
百
円
▽
応
募
方

法
＝
市
販
の
履
歴
書
（
写
真
添

付
）に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

事
前
に
電
話
連
絡
し
、
本
人
が

障
害
者
地
域
作
業
所
「
さ
く
ら

ん
ぼ
」（
栗
原
一
一
五
一
―
一
）

に
持
参
▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
同

作
業
所
�
〇
四
六
（
二
五
五
）

五
五
八
三

○
お
ー
い
み
ん
な
お
い
で
！

〜
小
さ
な
子
大
き
な
子

い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
う
よ

▽
と
き
＝
平
成
十
八
年
一
月
七

日
（
土
）
午
前
十
時
〜
十
一
時

三
十
分
▽
と
こ
ろ
＝
サ
ニ
ー
プ

レ
イ
ス
座
間
三
階
研
修
室
▽
内

容
＝
ア
ニ
メ
映
画
、
正
月
の
楽

し
い
遊
び
（
こ
ま
ま
わ
し
、
は

ね
つ
き
）、
オ
セ
ロ
、
子
育
て

相
談
な
ど
▽
問
い
合
わ
せ
先
＝

市
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
�
〇
四
六
（
二

六
六
）
二
〇
〇
二

○
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
窓
口
を
開
設

▽
と
き
＝
①
十
二
月
二
十
日

（
火
）
②
二
十
一
日
（
水
）
午

前
九
時
三
十
分
〜
午
後
四
時
▽

と
こ
ろ
＝
①
ひ
ば
り
が
丘
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
②
市
公
民

館
▽
内
容
＝
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
、
簡
単
な
年
金
相
談
▽

問
い
合
わ
せ
先
＝
厚
木
社
会
保

険
事
務
所
国
民
年
金
課
�
〇
四

六
（
二
二
三
）
七
一
七
一

み
ん
な
の�

広
場�

現
在
の
市
の
会
計
は
、
現
金

が
ど
こ
か
ら
入
っ
て
き
て
、
ど

の
よ
う
に
使
っ
た
か
と
い
う
現

金
の
流
れ
を
把
握
す
る
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
は
、
あ
る
一
定
時
点
に
お
け

る
市
の
財
政
状
況
を
表
わ
し
、

資
産
の
流
れ
全
体
を
把
握
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
資
産

と
負
債
、
正
味
資
産
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
中
の
借
方

の
【
資
産
の
部
】
は
、
ど
れ
だ

け
の
持
ち
物
（
土
地
、
建
物
、

お
金
な
ど
）
が
あ
り
、
将
来
に

わ
た
っ
て
ど
れ
だ
け
の
行
政
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
で

き
る
か
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
貸
方
の
【
負
債
の
部
】

は
、
将
来
に
向
け
て
の
支
払
い

や
返
済
の
必
要
の
あ
る
も
の
を

表
わ
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

貸
方
の
【
正
味
資
産
の
部
】
は
、

既
に
支
払
い
の
済
ん
で
い
る
も

の
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
道
路
や
学
校
な
ど
の
整
備

に
ど
れ
だ
け
の
お
金
を
使
っ

て
、
ど
れ
だ
け
の
資
産
が
蓄
積

さ
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
整

バランスシート� （平成１7年３月３１日現在）（単位：千円）�

借　　　　方� 貸　　　　方�

【資産の部】�
１.有形固定資産�
　（１）総　務　費 16,730,635�
　（２）民　生　費 4,892,396�
　（３）衛　生　費 1,915,585�
　（４）労　働　費 1,298�
　（５）農林水産業費 275,079�
　（６）商　工　費 12,109�
　（７）土　木　費 30,098,725�
　（８）消　防　費 1,187,792�
　（９）教　育　費 48,287,129�
　（10）そ　の　他 3,899�
　　　　　　　　　計 103,404,647�
　　　　　　 （うち土地） （40,672,471）�
　　　　　 有形固定資産合計 103,404,647�
�
２.投資等�
　（１）投資及び出資金 776,021�
　（２）貸　付　金 6,893�
　（３）基　　　金 �
　　　①特定目的基金 559,654�
　　　②土地開発基金 0�
　　　③定額運用基金 10,000�
　　　　　　　　基金計 569,654�
　（４）退職手当組合積立金 �
　　　　　　　投資等合計 1,352,568�
�
３.流動資産�
　（１）現金・預金 �
　　　①財政調整基金 1,287,370�
　　　②減債基金 0�
　　　③歳計現金 1,298,838�
　　　　　　　　現金・預金計 2,586,208�
　（２）未　収　金 �
　　　①地　方　税 1,276,041�
　　　②そ　の　他 112,161�
　　　　　　　　未収金計 1,388,202�
　　　　　　　流動資金合計 3,974,410�
�
　　　　　　　　資産合計 108,731,625

【負債の部】�
１.固定負債�
�
　（１）地　方　債 27,696,918�
�
　（２）債務負担行為 �
　　　①物件の購入 0�
　　　②債務保証又は損失補償 �
　　　　　債務負担行為計 0�
�
　（３）退職給与引当金 7,982,888�
�
　　　　　固定負債合計 35,679,806�
�
２.流動負債�
�
　（１）翌年度償還予定額 3,085,391�
�
　（２）翌年度繰上充用金 0�
 �
　　　　　流動負債合計 3,085,391�
�
�
　　　　　　負債合計 38,765,197�
�
�
�
【正味資産の部】�
�
１.　国庫支出金 10,253,095�
�
２.　都道府県支出金 1,705,651�
�
３.　一般財源等 58,007,682�
�
　　　　　正味資産合計 69,966,428�
�
�
　　　  負債・正味資産合計 108,731,625

※債務負担行為に関する情報　債務保証または損失補償に係るもの　　　4,127,823千円�

備
す
る
た
め
の
資
金
と
し
て
負

債
が
ど
れ
だ
け
あ
る
の
か
な
ど

が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。資

産
の
有
形
固
定
資
産
に
つ

い
て
は
、
長
期
に
わ
た
っ
て
使

用
す
る
資
産
を
い
い
、
現
在
の

市
の
会
計
に
は
な
い
減
価
償
却

と
い
う
考
え
方
が
取
り
入
れ
ら

れ
て
い
ま
す
。
土
地
以
外
の
固

定
資
産
、
建
物
な
ど
は
使
用
ま

た
は
時
の
経
過
に
よ
っ
て
そ
の

経
済
価
値
が
減
耗
し
ま
す
。
こ

の
経
済
価
値
の
減
耗
は
継
続
的

に
発
生
す
る
こ
と
か
ら
、
減
価

償
却
の
手
続
き
に
よ
っ
て
コ
ス

ト
化
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
こ

と
に
よ
り
、
中
長
期
的
な
視
点

で
の
よ
り
正
確
な
コ
ス
ト
や
物

の
価
値
の
変
動
に
つ
い
て
も
把

握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
シ
ー
ト
の
欄
外
に
は

注
記
と
し
て
「
債
務
負
担
行
為

に
関
す
る
情
報
」
が
表
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
債
務
の

不
確
定
な
ど
の
理
由
に
よ
り
バ

ラ
ン
ス
シ
ー
ト
内
の
債
務
負
担

行
為
と
し
て
で
は
な
く
、
欄
外

に
表
示
し
て
い
る
も
の
で
す
。

市
の
資
産
は
千
八
十
七
億
三

千
二
百
万
円
で
す
。
前
年
度
に

比
べ
、
一
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
の

減
少
で
す
。
そ
の
内
訳
は
、
道

路
や
学
校
な
ど
の
有
形
固
定
資

産
が
千
三
十
四
億
五
百
万
円
で

資
産
全
体
の
九
五
・
一
パ
ー
セ

ン
ト
を
占
め
ま
す
。
こ
の
ほ
か

基
金
な
ど
の
投
資
等
が
十
三
億

五
千
三
百
万
円
で
一
・
二
パ
ー

セ
ン
ト
、
現
金
や
預
金
な
ど
の

流
動
資
産
が
三
十
九
億
七
千
四

百
万
円
で
三
・
七
パ
ー
セ
ン
ト

で
す
。

な
お
、
市
の
資
産
を
市
民
一

人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
八
十

六
万
円
に
な
り
ま
す
。

市
の
負
債
は
約
三
百
八
十
七

億
六
千
五
百
万
円
で
す
。
前
年

度
に
比
べ
、
〇
・
七
パ
ー
セ
ン

ト
の
減
少
で
す
。そ
の
内
訳
は
、

市
債（
翌
々
年
度
以
降
償
還
額
）

や
職
員
の
退
職
給
与
引
当
金
な

ど
の
固
定
負
債
が
三
百
五
十
六

億
八
千
万
円
で
、
負
債
全
体
の

九
二
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め

て
い
ま
す
。
流
動
負
債
（
市
債

の
翌
年
度
償
還
予
定
額
）
は
三

十
億
八
千
五
百
万
円
で
八
・
〇

パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。
ま
た
、
資

産
に
対
す
る
負
債
の
割
合
は
資

産
の
三
五
・
七
パ
ー
セ
ン
ト

で
、
前
年
度
に
比
べ
〇
・
四
パ

ー
セ
ン
ト
の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。な

お
、
市
の
負
債
を
市
民
一

人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
三
十

万
円
に
な
り
ま
す
。

資
産
か
ら
負
債
を
差
し
引
い

た
正
味
資
産
は
、
六
百
九
十
九

億
六
千
七
百
万
円
で
、
資
産
全

体
の
六
四
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
を

占
め
ま
す
。
前
年
度
に
比
べ
、

二
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
少
で

す
。
そ
の
内
訳
は
、
固
定
資
産

を
形
成
す
る
た
め
の
財
源
で
あ

る
国
や
県
か
ら
の
補
助
金
が
百

十
九
億
五
千
九
百
万
円
で
、
正

味
資
産
全
体
の
一
七
・
一
パ
ー

セ
ン
ト
、
市
の
独
自
財
源
に
当

た
る
一
般
財
源
等
が
五
百
八
十

億
八
百
万
円
で
八
二
・
九
パ
ー

セ
ン
ト
で
す
。

な
お
、
市
の
正
味
資
産
を
市

民
一
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と

五
十
六
万
円
に
な
り
ま
す
。

市
で
は
、
市
の
財
政
状
況
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
り
分
か
り
や
す
く
お
知
ら
せ
す
る

と
と
も
に
、
市
政
の
効
率
的
な
運
営
を
図
り
、
よ
り
自
立
し
た
行
政
運
営
に
役
立
て
る

た
め
、
企
業
会
計
的
手
法
に
よ
る
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
（
貸
借
対
照
表
）
を
作
成
し
て
い

ま
す
。
こ
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
か
ら
市
の
財
政
状
況
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

担
当

財
政
課

�
０
４
６（
２
５
２
）８
４
０
４
　
�
０
４
６（
２
５
５
）３
５
５
０

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
で
分
か
る�

資
産
・
負
債
・
正
味
資
産�

平
成
十
六
年
度�

　
　
　
決
算
の
概
要�

資
産
は

千
八
十
七
億
三
千
二
百
万
円

負
債
は

三
百
八
十
七
億
六
千
五
百
万
円

正
味
資
産
は

六
百
九
十
九
億
六
千
七
百
万
円

平
成
平
成
16
年
度
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
作
成

年
度
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
作
成 
平
成
16
年
度
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
作
成 

わ
が
ま
ち
の
財
政
状
況�
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12
日 月 火 水 木 金 土�
 　 　 　 　 1 2 3�
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1
日 月 火 水 木 金 土�
 1 2 3 4 5 6 7�
 8 9 10 11 12 13 14�
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 29 30 31

市内の催しや行政情報などは、『ホームページ』http://www.city.zama.kanagawa.jp/ でも案内しています。�

お� 役� 立� ち� 情� 報� 満� 載� ！�

取り壊した家屋には、翌年度から
固定資産税と都市計画税が課税され
ません。滅失登記や市への届け出を
していない方は、お早めに担当にご
連絡ください。
担当 固定資産税課
�046（252）8047 �046（255）3550

市民の皆さんと市とのパイプ役と
して活動している民生委員・児童委
員・主任児童委員は、地域の皆さん
の福祉に関する相談役として、悩み
事や心配事などの相談をお受けしま
す。相談内容や個人の秘密は固く守
られますので、お気軽にご相談くだ
さい。
なお、お住まいの地域の委員につ

いては、担当にお問い合わせくださ
い。
※65歳以上のひとり暮らし高齢者に
は、自宅訪問もしています。訪問を
受けるためには事前の登録が必要で
す。ご希望の方は担当にお申し込み
ください。
担当 福祉支援課
�046（252）7122 �046（256）3600

市民が亡くなったご家庭に、祭壇
の貸し出し・飾り付けと葬祭具付属
品の販売をしています。
○費　用　①祭壇＝下表のとおり②
葬祭具付属品（ひつぎ、位

い

牌
はい

、骨
つぼ、線香、ろうそく、香典帳ほ
か）＝46,000円程度

○申込方法　直接担当へ
なお、次のことは直接寺院や葬祭

業者などに依頼してください。
▼僧

そう

侶
りょ

▼会葬者への返礼品・礼状▼
霊
れい

柩
きゅう

車
しゃ

、マイクロバス▼司会▼遺影
▼その他（花、果物、盛り菓子、ド
ライアイスなど）
担当 福祉支援課
�046（252）7122 �046（256）3600

○と　き　平成18年２月19日（日）
○ところ　神奈川大学横浜キャンパ
ス（横浜市神奈川区六角橋３－
27－１）

○試験の種類　甲種､乙種全類､丙種
○受験資格　乙・丙種は制限なし
○申込方法　12月19日（月）～平成
18年１月19日（木）に担当および
東・北分署に備え付けの申請書に
必要事項を記入の上、申請書に記

載されている申請先あて郵送
担当 消防本部予防課
�046（256）2211 �046（256）2215

○と　き　平成18年１月25日（水）
～３月７日（火）〔県内10会場、
延べ16回開催〕

○対　象　危険物施設で危険物の貯
蔵取扱い作業に従事する次のいず
れかに該当する方①免状の交付を
受けた日から３年以内②前回の講
習を受けた日から３年以内③危険
物の取扱い作業に従事することに
なった日から１年以内

○受講料　4700円
○申込方法　平成18年１月10日（火）
までに担当および東・北分署に備
え付けの申請書に必要事項を記入
の上、〒238-0011横須賀市米が浜
通１－７－２サクマ横須賀ビル
2045（社）神奈川県危険物安全協
会連合会あて郵送

担当 消防本部予防課
�046（256）2211 �046（256）2215

○と　き　平成18年１月25日（水）、
26日（木）午前９時30分～午後５
時（全２回）

○ところ　オークラフロンティアホ
テル海老名（海老名市中央２－
９－50）

○定　員　250人
○参加費　6000円（テキスト代含む）
○申込方法　12月26日（月）～平成
18年１月20日（金）午前９時～午
後４時（12月29日（木）～１月３
日（火）および土曜・日曜日、祝
日を除く）に担当および東・北分
署に備え付けの申請書に必要事項
を記入の上、直接・ファクスで
（財）日本防火協会（港区虎ノ門
２－９－16�03（3591）7130）へ

担当 消防本部予防課
�046（256）2211 �046（256）2215

１月１日～11月30日
（物件事故を含まず）

○と　き　12月27日（火）午前10時
～正午

○ところ　サニープレイス座間（総

合福祉センター）
○内　容　市内福祉施設関係者の話
を聞き、福祉施設の現状やボラン
ティア活動などについて学ぶ

○対　象　市内在住・在学の高校・
大学生

○定　員　30人（先着順）
○参加費　無料
○申込方法　直接・電話で担当へ
担当 市社会福祉協議会

ボランティアセンター
�046（266）2002 �046（266）2009

○と　き　平成18年１月11日～３月
15日毎週水曜日午後１時30分～３
時30分（全10回）

○ところ　サニープレイス座間（総
合福祉センター）

○内　容　初心者を対象にした基本
的な内容。紙やOHPを使って、
要約筆記の実技を学ぶ

○定　員　30人
○参加費　500円（教材代）
○申込方法　電話で担当へ
担当 市社会福祉協議会

ボランティアセンター
�046（266）2002 �046（266）2009

◆人形浄瑠璃教室
～人形浄瑠璃ってナニ？
○と　き　平成18年１月21日（土）
午後２時～４時

○内　容　人形浄瑠璃の話・操作体
験、公演「壺

つぼ

坂霊験記」
○対　象　市内在住・在勤・在学の
小学生～30歳の方（保護者同伴可）

○定　員　70人（先着順）
○参加費　無料
○持ち物　筆記用具
○申込方法　12月20日（火）午前10
時から直接・電話で同センターへ

◆ジュニア・サイエンスクラブ
親子星空観察会
○と　き　平成18年１月28日（土）
午後６時～８時

○内　容　星空の話、望遠鏡を使っ
た夜空の観察

○対　象　市内在住の小学５・６年
生とその保護者

○定　員　10人（抽選）
○参加費　無料
○持ち物　筆記用具、防寒用の上着
○申込方法　往復はがき１枚に保護
者を含めて参加者３人までの氏
名、ふりがな、学年、郵便番号、
住所、電話番号を記入し、｢親子
星空観察会希望」と明記の上、１
月14日（土）まで（消印有効）に
同センターあて郵送

◆ひがし子どもクリスマス会
○と　き　12月25日（日）午前10時
～正午

○内　容　サンタさんとうたおう、
あやせキッズコーラスの歌、パネ
ルシアター、大型紙芝居、人形劇、

手遊び、映画上映など（小さなプ
レゼントあり）

○対　象　幼児（保護者同伴）～成
人

○入　場　自由
◆新春卓球大会
○と　き　平成18年１月５日（木）
午後１時～４時

○内　容　レベルごとに試合をする
○対　象　小学生～成人
○定　員　30人（先着順）
○持ち物　ラケット（持っている人）、
タオル、飲み物など
○申込方法　１月４日（水）までに
直接・電話・ファクスで同センタ
ーへ

◆ほんとうにはじめてのパソコン講
座～パソコンって何ができるの？

○と　き　平成18年１月15日～２月
５日毎週日曜日午前９時30分～午
後０時30分（全４回）

○内　容　パソコン機能を学び、イ
ンターネットやメールなどを体験
する

○対　象　パソコン初心者
○定　員　16人（多数抽選）
○参加費　1000円（テキスト代）
○持ち物　筆記用具
○申込方法　12月25日（日）までに
直接・電話・ファクスで同センタ
ーへ

◆市立保育園臨時・非常勤保育士
○募集職種　①臨時保育士②非常勤
保育士③非常勤保育士（週休対応
保育士）④非常勤給食調理員兼庁
務作業員

○応募資格　①60歳以下の保育士資
格所持者②③65歳以下の保育士資
格所持者④65歳以下の方

○業務内容　①②③市立保育園の保
育業務④給食調理や園内清掃業務

○勤務期間　①平成18年４月～９月
（更新可）②③④平成18年４月か
ら平成19年３月

○勤務日時　①原則月曜～金曜日午
前８時30分～午後５時、担当によ
り土曜日（毎月１回程度、平日振
替休）およびローテーション勤務
あり（月曜～金曜日は午前７時30
分～午後４時と午前10時30分～午
後７時、土曜日は午前７時30分～
午後４時と午前10時～午後６時30
分）②原則月曜～金曜日午前７時
30分～午後７時の間で早朝と夕方
の４時間勤務、土曜日は午後６時
30分までで午前または午後の５時
間30分勤務③原則月曜・金曜日午
前８時30分～午後５時、土曜日は
午後０時30分まで④原則土曜日午
前８時30分～午後０時30分

○応募方法　市販の履歴書（写真添
付）に必要事項および希望職種を
記入の上、保育士資格所持者は保
育士証の写しを添付し、１月20日
（金）までに本人が担当に持参
担当 子育て支援課
�046（252）7202 �046（252）7043

家屋を取り壊したときは連絡を

民生委員・児童委員・
主任児童委員にご相談を

葬祭具貸し出し

　　  祭　　壇
 使用料　  �

 （消費税込み）�
１号（５段飾り） 21,840円�
２号（５段飾り） 27,300円�
３号�
（４段飾り団地サイズ） 

32,550円
�

４号（５段飾り） 18,270円�

危険物取扱者試験

甲種防火管理者資格取得講習会

市内の交通事故件数

17年�

16年�

増減�

784�

787�

－3

0�

8�

－8

940�

935�

＋5

件数� 死者� 負傷者�

17年�

16年�

増減�

15�

21�

－6

201�

209�

－8

378�

369�

＋9

4188�

3983�

＋205

11月�１月～11月�11月�１月～11月�

消防車� 救急車�

消防・救急車出動件数

学生のための福祉講座

聴覚障害者援助要約筆記講習会

東地区文化センター
�046（253）0781 �046（253）0789

危険物取扱者保安講習会

青少年センター
〒228-0023立野台１－１－４
�046（253）8411 �046（259）2163
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窪
くぼ

すみれちゃん
H17. 3 .15生まれ　女
緑ケ丘 6 丁目

亀
かめ

ヶ
が

盛
もり

蒼
そ

空
ら

ちゃん
H16. 9 .21生まれ　男
相武台 2 丁目

山本
やまもと

真衣
ま い

ちゃん
H17. 1 .20生まれ　女
入谷 5 丁目

喜
き

多
た

村
むら

美
み

冬
ふゆ

ちゃん
H17. 1 .17生まれ　女
座間 1 丁目

秦
はた

有
あり

沙
さ

ちゃん
H17. 5 . 9 生まれ　女
東原 3 丁目

鎌
かま

田
た

昊
こう

ちゃん
H17. 7 . 9 生まれ　男
栗原中央 1 丁目

佐
さ

藤
とう

美海
み う

ちゃん
H17. 8 . 6 生まれ　女
四ッ谷

瀧澤
たきざわ

香乃
か の

ちゃん
H17. 1 .16生まれ　女
相武台 2 丁目

○と　き　平成18

年１月９日（月）

午前11時～（午前

10時～受け付け）

○ところ　ハーモ

ニーホール座間

（市民文化会館）

大ホール

○対　象　昭和60

年４月２日から昭

和61年４月１日までに生まれた方

○参加方法　既に送付済みの案内状を持参の上、当日直接会

場へ

※案内状が届いていない方は、担当にお問い合わせください。

担当 青少年課 �046（253）8415 �046（259）2163

市消防本部、消防署、消防団では、12月25日（日）から31日（土）ま
で、立野台女性消防隊などの協力を得ながら「歳末火災特別警戒」を実
施します。期間中は、大型小売店舗などの特別査察をはじめ、各種広報
活動や市内の特別巡視などを実施します。
歳末は何かと忙しく、火の使用にも注意がおろそかになるため、火災

が発生しやすい時期です。特にガスレンジの火の消し忘れや、電話の対
応などで火の元を離れたことを原因とする火災が多く発生しています。
このほか以下のことにも十分に注意し、明るい新年を迎えましょう。
○寝たばこやたばこの投げ捨てはやめましょう。
○マッチやライターは、子どもの手の届かない場所に保管しましょう。
○たき火は火災予防だけでなく、環境保全のためにもなるべくやめまし
ょう。
○家の周りには燃えやすい物を置かないようにしましょう。
○風呂を空だきしないよう、水の量を確認しましょう。
○ストーブに燃えやすい物を近づけないようにしましょう。
担当 消防管理課 �046（256）2211 �046（256）2215

市では、花とうるおいのある
緑地づくり事業として、公園な
どへの花の提供やその世話を、
市内の事業所や団体の皆さんに
お願いしています。なお、ご支
援いただいた緑地には、支援事
業所（団体）名の掲示をしてい
ます。新たに花の提供や花の世
話をしていただける団体や事業
所は、担当にご連絡ください。
担当 公園緑政課 �046（252）7221 �046（255）3550

地元農家が生産した新鮮な野菜や、市の特産品などを販売
する朝市を下記のとおり実施します。
○と　き　12月25日（日）午前７時～８時（荒天中止）
○ところ　市役所ふれあい広場（市役所とハーモニーホール
座間の間）
○販売物　地場産野菜、農産物加工品、肉、肉加工品、花き、
新米、市指定特産品
※朝市は、毎月第４日曜日に開催しています。
担当 農政課 �046（252）7601 �046（255）3550

11月18日に開催され
たキャンプ座間の基地
強化・恒久化に反対す
る市民大集会で採択さ
れた決議文を、11月21
日安倍内閣官房長官、
麻生外務大臣、額賀防
衛庁長官に届けまし
た。
提出の際、星野会長

から「市民大集会の決議文をしっかりと受け止めていただき
たい」と伝えると、安倍官房長官は「今後十分詰めてまいり
ます」と答えました。
担当 キャンプ座間米陸軍第一軍団司令部等移転に伴う基地

強化に反対する座間市連絡協議会事務局（渉外課内）
�046（252）8307 �046（252）0220

安倍官房長官に決議文を渡す星野会長

12月25日～31日は�

歳末火災特別警戒�歳末火災特別警戒�歳末火災特別警戒�

花とうるおいのある�
　　　　　　緑地づくりにご参加を！�

ざ�ま�市�民�朝�市�ざ�ま�市�民�朝�市�
12月25日（日）午前７時～�

市民大集会で採択された�
決議文を�

内閣官房庁官などに提出�

訂正 11月15日号に掲載した亀ヶ盛蒼空ちゃんの性別の記載に誤りがありました。
訂正しておわびしますとともに、再掲載をいたします。
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